
資料１１

一般国道１５８号

中部縦貫自動車道

高山清見道路

（道路事業）

説明資料

中部地方整備局

高山国道事務所

平成２８年９月３０日

ち ゅ う ぶ じ ゅ う か ん

た か や ま き よ み



目 次

１．一般国道１５８号中部縦貫自動車道高山清見道路の事業概要

（１）事業目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ １

（２）計画概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ２

２．評価の視点

（１）事業の必要性等に関する視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３

①高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上） ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３

②交通渋滞の緩和 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３

③救急医療活動の支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ３

④ストック効果事例（観光産業の支援） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ４

３．事業の進捗及び見込みの視点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ５

４．県・政令市への意見聴取結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ５

５．対応方針（原案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ ５

ちゅうぶじゅうかん たかやまきよみ



１．一般国道１５８号中部縦貫自動車道高山清見道路の事業概要

（１）事業目的

高 山 清 見 道 路 の 全 体 位 置 図

一般国道１５８号中部縦貫自動車道は、長野県松本市を起点とし、岐阜県高山市の主要都市を経て、福井県福井市に至る延

長約１６０ｋｍの高規格幹線道路です。

高山清見道路は、岐阜県高山市清見町夏厩から岐阜県高山市丹生川町坊方に至る延長約２４．７ｋｍの道路であり、高速ア

クセス性の向上（観光の周遊性向上） や並行する国道１５８号現道の交通渋滞の緩和、救急医療活動の支援を目的に計画さ

れた道路です。

ながの

－ １ －

たかやまきよみ

ちゅうぶじゅうかん まつもと ぎ ふ たかやま ふく い

にゅうかわちょうきよみちょうなつまや ぼうかた

写真準備中
写真①

写真① 至：松本

至：東海北陸自動車道

主要渋滞箇所

事故危険区間
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標 準 断 面 図

－ ２ －

【土工部】 【トンネル部】

１．一般国道１５８号中部縦貫自動車道高山清見道路の事業概要

（２）計画概要

事業名
一般国道１５８号

高山清見道路

道路規格 第１種第３級
設計速度 ８０ｋｍ/ｈ

車線数 完成４車線

都市計画決定 平成３年度

事業化 平成４年度

用地着手年度
６工区：平成 ６年度
５工区：平成１０年度
４工区：平成２４年度

工事着手年度
６工区：平成 ８年度
５工区：平成１４年度
４工区：平成２５年度

延長
（平成２７年度末）

２４.７ｋｍ
（１５．２ｋｍ暫定２車線開通済）

前回の再評価
平成２５年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 ２，２０３億円

Ｂ／Ｃ １．４（Ｈ２５再評価時）

■高山清見道路は、平成４年度に事業化し、平成１９年度迄に飛騨清見ＩＣ～高山ＩＣ間（延長１５．２ｋｍ）を暫定２車線で開通し

ています。

たかやまきよみ

【高架部】
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２．評価の視点【事業の必要性に関する視点】

②交通渋滞の緩和

１）事業を巡る社会情勢等の変化

●高山市街の国道１５８号では、３箇所の主要渋滞箇所 （上岡

本町南、日赤北、国分寺東）が存在。

●特に、観光期における渋滞は顕著であり、国分寺東交差点で

は、最大渋滞長は１．４ｋｍ、通過時間約２４分に達している。

２）事業の投資効果
○高山清見道路の整備により、高山市街地を通過する交通が

高山清見道路へ転換し、市街地の渋滞緩和に期待。

③救急医療活動の支援

１）事業を巡る社会情勢等の変化
●高山市では、救急搬送人員が経年的に増加しており、特に上

宝、朝日等の高山市東部では、第三次救急医療施設（高山

赤十字病院）への所要時間が１時間以上を要する。

２）事業の投資効果
○高山清見道路の整備により、第三次救急医療施設（高山赤

十字病院）への６０分圏域が拡大。

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果

２）事業の投資効果

１）事業を巡る社会情勢等の変化 ２）事業の投資効果

１）事業を巡る社会情勢等の変化

－ ３ －

①高速アクセス性の向上（観光の周遊性向上）

１）事業を巡る社会情勢等の変化
●飛騨地域では、広域ネットワークが順次整備され、高山清見

道路の休日交通量は増加。

●飛騨地域は、全国有数の観光名所が点在しているが、高山

東部方面等への広域ネットワークが不足。

２）事業の投資効果
○高山清見道路の整備により、高山東部方面等へのアクセス

性が向上し、観光の周遊性向上に期待。

＜高山ＩＣからの６０分到達圏域人口＞＜高山清見道路の休日交通量の推移＞

＜観光期における一般国道１５８号高山市街地の渋滞状況＞

＜高山赤十字病院への６０分到達圏域人口＞

出典；H16～H26トラカン交通量
（観測地点_小鳥トンネル）

※休日（土･日･祝)の
乗用車交通量を対象

奥飛騨温泉郷
(57万人)

万人 万人

高山IC60分
到達圏域人口が

約２倍に拡大

出典；H26岐阜県観光入込客統計調査、H26長野県観光地利用者統計調査

；整備前
；整備後（高山清見道路整備）

主要観光施設（10万人/年以上の施設）

出典；H42交通量推計より算出

丹生川IC
（仮称）

高山IC

高山西IC

＜国道１５８号から高山清見道路への交通転換＞

出典；H42交通量推計より算出

高山赤十字病院

11.2万人

11.3万人

約１千人増加

：整備前
：整備後(高山清見道路整備)

＜飛騨地域の広域ネットワーク＞

＜高山赤十字病院への高山市旧市町村別搬送時間＞

37百人
(H27)

30百人
(H19)

７百人増加

出典；救急搬送人員；H19～H27高山市消防概況

＜高山市救急搬送人員＞
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高山市街を
通過する交通が

高山清見道路へ転換

出典；Ｈ４２交通量推計より算出

出典；渋滞長･通過時間；
Ｈ２８．５交通実態調査結果

旅行速度（２Ｄ図）
H27ＧＷ（4/29～5/6)民間プローブデータ
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高山市街の交通状況
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－ ４ －

２．評価の視点【事業の必要性に関する視点】
④ストック効果事例（観光産業の支援）

■平成19年度に高山清見道路（飛騨清見IC～高山IC間）が整備され、高山市の観光客が増加。

■東海地方と北陸地方を結ぶネットワークの整備により、高速バスの便数・利用者が大幅に増加。
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■高山清見道路および東海北陸自動車道の開通における観光客数の増加

（白川郷IC～高山IC～
上岡本町南交差点）

整備前（～H16） 整備後（H20～）

（５工区、６工区）

出典：整備前；H11道路交通センサス、整備後；H22道路交通センサス

（白川郷IC～国道156号
～上岡本町南交差点）

約84分

約40分

約４４分短縮

所
要
時
間
（分
）

白川郷～高山間が
60分圏内となり

気軽に足を延ばせる
ようになった

白川郷～高山市街地間の所要時間高山市街地（旧高山市）の観光入込客数の推移

高山清見道路
５工区開通（H19.9）

観光期の高山市古い町並み状況

東海北陸自動車道
全線開通（H20.7）

■高山清見道路および東海北陸自動車道の開通における
高速バス本数と高速バス観光客数の推移

高速バス本数：中部圏社会経済研究所「東海北陸自動車道全線開通後の社会経済効果と課題に関する調査研究」（加筆）
出典：高速バス観光客数：高山市観光統計
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高山清見道路
５工区開通
（H19.9）

東海北陸自動車道
全線開通
（H20.7）

企業活動の活性化
（高速バス本数の増加）により

観光客数が増加

（撮影日：平成26年8月）

白川郷

高山市街地

高山清見道路

6工区 5工区 4工区観
光
入
込
客
数
（
千
人
）

東日本大震災

高山清見道路
６工区開通（H16.11）

出典：高山市観光統計

上岡本町南
交差点



３．事業の進捗及び見込みの視点

１）事業の進捗状況

■事業進捗率は５０％、用地取得率は９８％に至っています。（平成２７年度末）

（参考）前回評価時：事業進捗率は４４％、用地取得率は７９％（平成２４年度末）

２）事業の進捗の見込みの視点

■高山市上切町から高山市丹生川町坊方（延長９．５ｋｍ）は、早期開通に向けて用地買収及び工事を推進します。

－ ５ －

４．県・政令市への意見聴取結果

■岐阜県の意見
対応方針（原案）のとおり、事業の継続について異存ありません。

なお、事業費については、最新技術の活用も含めて、徹底した縮減をお願いします。

５．対応方針（原案）

■一般国道１５８号中部縦貫自動車道高山清見道路の事業を継続する。


